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　今年の１０月から、組織風土改革室に配属されました。前職では原子力事業本部に所属
していたので、全く畑違いの部門になりましたが、当社の組織風土を改革すべく日々奮闘して
います。現在は、各部門の組織風土改革キーパーソンのみなさんにもご協力いただきながら、
組織の課題抽出を行い、その解決につながる施策を検討しているところです。
　来年は、本格的にそれら施策を展開し、当社の組織風土を大きく変えていく「組織風土
改革元年」になります。少しでも当社の組織風土が、目に見えるような形で変わり、みなさんが
毎日ドキドキワクワクしながら働ける会社に改革していきたいと思います！

関西電力　組織風土改革室　組織風土改革グループ
二反田 松平さん

　２０２３年８月、スペイン北部ビルバオ港沖でのバージ型浮体式洋上風力発電設備の実証
プロジェクトに参画しました。浮体設備の曳航や係留作業に立ち会うため、一カ月のスペイン
出張のほとんどの期間を、作業船の上で屈強かつ陽気な欧州人と日夜共にしました。オフの時は、
アニメやゲーム、食事等の文化の話で盛り上がりましたが、オンになるとピリッとスイッチが入り、
巨大な船を操船し、作業員の見事な連携で浮体式洋上風力を設置する姿に感動するとともに、
多くの知見・ノウハウを吸収することができました。現地で学んだことを国内の浮体式洋上風力
の新規開発にフィードバックし、ゼロカーボンへの取組みを加速させていきたいと思います。

関西電力　再生可能エネルギー事業本部　事業開発第七グループ
リーダー　橋川 達朗さん

　お客さまの保有する再生可能エネルギーや蓄電池、自家発電設備といった様 な々リソース
を最適に運用し、新たな価値を創造していくために、２０２３年４月にE-Flowを設立しました。
すでに事業を行っていた関西電力からE-Flowにスムーズに移行できるように社内外の関係
者とコミュニケーションを行ってきました。また、事業計画の作成や資金繰り、組織設計等、
慣れない業務が多岐にわたりましたが、苦労しつつも周囲のサポートも得ながら進め、無事に
会社設立につなげました。今後も、関西電力グループの一員として、従来の電気事業の枠を超
えた新たな価値をお客さまとともに創造できるように取り組んでいきます。

E-Flow合同会社　経営本部　コーポレートグループ
桐生 翔平さん

　電力の安定供給をさらに確実なものにするべく、新技術を積極的に活用した配電網高度化
研究に取り組んでいます。その中でも、「事故点標定システム」は、停電発生時に不具合箇所を
ピンポイントで特定することができ、停電時間短縮が大きく期待されています。
　今年１１月で３回目となる模擬系統でのフィールド検証では、実際に事故を発生させデータ
収集を行い、標定ロジックの解明に努めました。机上検討では見えてこなかった傾向や課題
が浮き彫りとなり戸惑う場面もありましたが、本検証から得られた知見をもとに研究を加速さ
せ、より安定した電力供給を目指し、配電網の高度化に貢献したいと思います。

関西電力送配電　配電部　配電高度化グループ
前坂 達哉さん
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▲ 秋田港洋上風力発電所 ▲ 「関西電力サイラスワン株式会社」調印式の様子

▲ 組織風土改革会議の様子 ▲ 高浜発電所2号機 並列
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播州メガソーラーの商業運転開始

AIで分散型エネルギーリソースを最適に制御する「SenaSon」の提供開始の発表

「緊急対策本部」の設置

秋田県秋田港及び能代港における洋上風力発電プロジェクトの全面商業運転開始

相生バイオマス発電所の本格運転開始

新たな託送料金制度（レベニューキャップ制度）開始

新会社「E-Flow合同会社」設立

電気事業法に基づく経済産業大臣からの業務改善命令の受領（新電力顧客情報の不正閲覧）

「関西電力グループ����年度計画」の策定

電気事業法に基づく業務改善計画の提出（新電力顧客情報の不正閲覧）

米CyrusOne社と関西電力による新会社「関西電力サイラスワン株式会社」の設立発表

当社初となる副業・兼業人財の募集開始

関西電力グループ中期経営計画を推進するための組織改正

「夏のDRプロジェクト����」の実施

コーポレートPPA活用に向けた「KDS太陽光合同会社」の設立

第１回組織風土改革会議の開催

電気事業法に基づく経済産業大臣からの業務改善命令の受領（独占禁止法に違反する行為）

「停電費用保険」の販売開始

スペインビルバオ港沖での浮体式洋上風力実証プロジェクトへの参画

関西電力送配電において「関西電力送配電グループビジョン」を策定

電気事業法に基づく業務改善計画の提出（独占禁止法に違反する行為）

造幣局からの「くろよん」竣工��周年を記念した貨幣セットの贈呈

高浜発電所�号機の本格運転再開

女性経営幹部育成のためのメンター制度の導入発表

福井県嶺南地域における水産事業の共同研究等に関する協定締結

使用済燃料対策ロードマップ策定

原子力由来水素の利用に係る実証開始

美浜発電所�号機および高浜発電所�,�号機の運転継続に関する福井県知事のご理解

高浜発電所�号機の本格運転再開≪原子力�基体制実現≫

関西電力送配電において事故点標定（事故時波形から不具合箇所特定）のフィールド検証を実施

大阪万博開始まで���日　関電ビル頂上部を「ミャクミャク」カラーにライトアップ

冬のはぴeポイント祭の実施

「冬のDRプロジェクト����」の実施

関西電力送配電において託送供給等約款の変更認可申請

▲ 関西電力グループ中期経営計画（2021-2025）　目指す姿の実現に向けた取組みの柱

ガバナンス確立とコンプライアンス推進  「ドキドキワクワクしながら働ける会社に」 ＥＸ：ゼロカーボンへの挑戦  「船上生活で経験したノウハウを活かす」

ＶＸ：サービス・プロバイダーへの転換  「電気事業の枠を超えた新たな価値を」 ＢＸ：強靭な企業体質への改革  「より安定した電力供給を目指して」

事業運営の大前提

取組みの柱

ガバナンス確立とコンプライアンス推進

KX: Kanden Transformation

Energy
Transformation

ゼロカーボンへの挑戦 サービス・プロバイダー
への転換 強靭な企業体質への改革

EX: Value
TransformationVX: Business

TransformationBX: 

金品受取り問題等の反省に立ち、信頼回復に全力を尽くします

▲ 関西電力グループ中期経営計画（2021-2025）　目指す姿の実現に向けた取組みの柱

ガバナンス確立とコンプライアンス推進  「ドキドキワクワクしながら働ける会社に」 ＥＸ：ゼロカーボンへの挑戦  「船上生活で経験したノウハウを活かす」

ＶＸ：サービス・プロバイダーへの転換  「電気事業の枠を超えた新たな価値を」 ＢＸ：強靭な企業体質への改革  「より安定した電力供給を目指して」
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34.8%（735人） 45.3%（958人） 20.0%（422人）

66.1%（1,002人） 26.5%（402人） 7.4%（113人）

53.8%（643人） 32.1%（383人） 14.1%（169人）

56.3%（564人） 33.8%（339人） 9.9%（99人）

36.8%（112人） 43.4%（132人） 19.7%（60人）

45.9%（597人） 40.0%（520人） 14.1%（184人）

50.3%（74人） 39.5%（58人） 10.2%（15人）

70.0%（14人） 25.0%（5人） 5.0%（1人）
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組織風土改革の取組み
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所管部署では難しい問題・課題を互いに
指摘しあえる（心理的安全性）　

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

かなりあてはまる わりとあてはまる

1.役員、理事

2.特別管理職社員

3.一般社員（役職者）

4.一般社員（担当者）

あまりあてはまらない あてはまらない

関西電力送配電では、これまで組織風土に関する取組方
針の策定は、

基本的に本店主導で行われており、第一線職場との間で
、課題の認識

ギャップや抽出不足の可能性が考えられました。そこで全
社一丸となって

組織風土を改革すべく、組織風土改革ワーキンググループ
を始動し、

各部門から第一線職場の従業員を含む14名をキーパーソンとして、

送配電のありたい姿の実現に向けて活動しています！

見えてきた課題とは
2023年10月、関西電力社員を対象に、組織風土の実態

把握のためのアンケートを実施。

関西電力における組織風土改革の現在地を紹介しま
す！

【対象者】 関西電力株式会社に所属する社員（出向者
・休職者は除く）

【回答方法】 Web回答方式

【回答期間】 2023年10月2日(月)～10月20日(金)

【回答者数】 7,841名 （回答率95.2%）

関西電力の1番の

「目的・趣旨が不明な社内ルール」に遭遇したらどうする？ 心理的安全性はあるのか？

我らがDNA！

電力の安定供給 による貢献

発電部門では、その傾向がより顕著。
安定供給の最前線としての矜持か！

ソリューション本部や発電部門以外の事業
本部では、「新たな価値の創出」が上回る結果に。
成長の道を模索中！

（エネ需給、ガス、国際）

（関電病院、黒四管理事務所）
8.直轄

5.その他事業本部

1.ソリューション

2.原子力

3.火力

4.再エネ

6.グループ本社

7.支社

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内部統制と聞くと難しく聞こえますが、仕事の目標を達成するうえで、無理
なく自然とルールを守れるように、それぞれの職場において仕事のやり方を
継続して改善していくことです。そうした改善を積み重ねることで、当社の
根底にある組織風土面の課題解決にも繋がると考えています。

そもそも内部統制強化と組織風土改革の関係って？

■ 内部統制強化
　業務運営における法令遵守の徹底に向けて、関連部門の実務者によるタス
　クフォースを立ち上げ、重要法令と社内ルールの整合性確認を実施中。
■ 組織風土改革
　各部門から人選されたキーパーソンの協力を得て、第一線職場を含む各部
　門の実態を反映した、実効性ある施策を検討中。

至近の取組み

ポイントは上司との 良好な関係！
これがないとギャップが生まれる要因に

総じて高め！

ギャップあり
1. 業務遅延を覚悟の上、ルールを制定した主管部署
    からの回答を得て対応。
2. 情報収集の上、上司へ状況を報告し、指示を仰ぐ。

3. 何かあった時に上司に説明できる材料だけを揃えて
　十分に確認しないまま業務を進める。
4. 過去トラブルもないため、自分の経験上、最善の手順
　を踏んで業務を進める。
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望ましくない行動

理想と思う行動

約85％

理想どおり
行動できる

理想と
思う行動に
問題あり

約11％

理想とは違う
行動をとる

約4%

業務繁忙の中、対応期日が迫る業務において、目的や趣旨が不明な社内ルール
に遭遇した時の、“理想と思う行動”と“実際にとると思う行動”を回答。

Q.5 経営理念・価値観の実践状況は？

＜自身の実践状況＞
実践できている割合

公正：96.9%
誠実：95.8%
共感：92.0%
挑戦：87.6%

金品受取り問題等を経て、
「公正」「誠実」は高い実践状況に！ 
一方、「挑戦」は相対的に
まだまだ伸びしろのある状況
なので、上司と部下がお互いに
遠慮なくチャレンジできる
環境づくりを！

公正：4.2%
誠実：5.6%
共感：11.4%
挑戦：17.2%

<上司の実践状況＞
実践不足の割合

アンケートの結果を踏まえた今後の方向性

関西電力の1番の存在意義

check!

Q.3

Q.1

A.

Q.4

存在意義とは？

理想と実際のギャップとは？ 難しい問題・課題を互いに指摘しあえるか

！
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電力の安定供給を通じて社会全体
の公益に貢献していく。

電力のインフラ企業としての責務を
果たしつつ、常に新しい事業に挑戦
し新たな価値を生み出していく。

競争市場の中の事業者として、
収益の持続的な拡大を図ることで、
株主・お客さま・従業員等の
ステークホルダーに貢献する。

内部統制と組織風土改革

今回、みなさんにご協力いただいたアンケートの結果として明らかになった傾向や課題も踏まえ、
組織風土改革に向けた施策を各部門のみなさんとともに検討し、実施してまいります。

アンケートから見えた課題

課題

難しく考えなくてOK !

一方通行になりがちな
コミュニケーション1

双方向型のコミュニケーションの実現には、上司
と部下の間での良好な関係性がポイント。主管
部署や上司に対して部下が自然に相談できる
環境を作ることが重要。

課題 判断軸が定まっていないこと
による形式的行動2

雰囲気等に流されることなく、リスクに対して
適切に判断し、実際の行動に繋げられるよう
判断基準を確立していくことが重要。

34.8%（735人） 45.3%（958人） 20.0%（422人）

66.1%（1,002人） 26.5%（402人） 7.4%（113人）

53.8%（643人） 32.1%（383人） 14.1%（169人）

56.3%（564人） 33.8%（339人） 9.9%（99人）

36.8%（112人） 43.4%（132人） 19.7%（60人）

45.9%（597人） 40.0%（520人） 14.1%（184人）

50.3%（74人） 39.5%（58人） 10.2%（15人）

70.0%（14人） 25.0%（5人） 5.0%（1人）

65.7%（46人） 31.4%（22人）
1.4%（1人）

42.7%（588人） 52.0%（717人）
4.6%（63人）

30.7%（419人） 61.6%（842人）
7.0%（96人）

25.6%（1,203人） 60.7%（2,859人）
11.3%（530人）

関西電力送配電

電力の安定供給 新しい価値の創出 ステークホルダーへの貢献

真面目で誠実
真摯な対応
新しいことに挑戦する姿勢
従業員を大切にしている
良い職場の雰囲気・環境

官僚主義
事なかれ主義
内向き体質
縦割り意識
忖度意識

関西電力の好きな点、嫌いな点、課題は？

好きな点

1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

嫌いな点

職場の風通し

新しいことに
挑戦できているか

安全最優先が
徹底されているか
過度な社内ルール運用

1

2

3

4

!

Q.2

課題に感じていること・気になっていること
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ご感想・ご意見の送付先
kepcoportal@d4.kepco.co.jp

今回の関電新聞の感想も
お待ちしています!!

＝
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みなさんの「今年の漢字」
は何ですか？

阪神タイガース、オリックス・バファローズが
リーグ優勝したから。

WBCの侍ジャパン日本一、メジャーリーグでの
日本人本塁打王、将棋界での八冠制覇、
阪神タイガース日本一等。

今年も残り二週間程となりました。みなさんにとって、今年はどのような一年になりましたか？
関西電力および関西電力送配電の従業員のみなさんに、２０２３年を総括する“今年の漢字”一字
と漢字に込めた想いをお聞きしました！

　
２
０
２
２
年
７
月
に
発
行
し

た「『
関
電
新
聞 

臨
時
号
』新
体

制
が
ス
タ
ー
ト
！ 

森
望
社
長
っ

て
ど
ん
な
人
⁉
」が
、全
国
の

企
業
の
社
内
報
を
審
査
す
る

「
社
内
報
ア
ワ
ー
ド
」の
紙
社
内

報
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
社
内
報
ア
ワ
ー
ド
は
社
内
広

報
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
を

手
掛
け
る
ウ
ィ
ズ
ワ
ー
ク
ス
株

式
会
社
が
主
催
。紙
媒
体
、ウ
ェ

ブ
／
ア
プ
リ
、動
画
等
の
各
部

門
で
専
門
家
が
審
査
を
行
い

ま
す
。今
回
は「
紙
社
内
報
部

門
／
特
集
・
単
発
企
画
７
ペ
ー

ジ
以
下
」の
区
分
で
、応
募
の

あ
っ
た
全
62
件
の
中
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
臨
時
号
は
、森
社
長
の
社
長

就
任
に
あ
わ
せ
て
発
行
し
た

も
の
で
、１
面
で
は「
森
望
社
長

の
望
む
こ
と
、集
め
て
み
ま
し

た
！
」と
題
し
て
、森
社
長
の
考

え
方
や
趣
味
等
に
つ
い
て
一
問

一
答
形
式
で
紹
介
。２
面
で
は
、

幼
少
期
か
ら
社
長
就
任
ま
で

を
当
時
の
写
真
と
振
り
返
る

と
と
も
に
、過
去
に
森
社
長
と

同
じ
職
場
で
働
い
て
い
た
従
業

員
に
森
社
長
に
つ
い
て「
ぶ
っ

ち
ゃ
け
て
」も
ら
う
等
、遊
び

心
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、森
社

長
の
人
柄
や
仕
事
・
会
社
へ
の

想
い
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

社
内
報
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
３

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

『
関
電
新
聞 

臨
時
号
』

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
！

森
望
社
長
っ
て
ど
ん
な
人⁉

可愛い初孫が
誕生！

関西の盛り上がりや、
人間関係の変化。

良いことばかり
起こった一年！

世界的な猛暑や
スポーツ界の
盛り上がり。

今年度で
定年退職！

異動や
プライベートで
忙しい一年・・・

物価上昇等、いろんな
ものの値段が上がっ
た一年。

今年の夏はとにかく
暑く、確実に温暖化が
進んでいることを実感
した一年。

スポーツ界の盛り上が
りを嬉しく感じる一方
で、海外での戦争報道
で辛い気持ちになった
りと、喜怒哀楽を感じる
涙が多い一年。

次世代のエネルギープ
ラットフォーマーに向け
て、新しいフェーズへ。

●（
１
面
に
つ
い
て
）安
定
供
給
の
た

め
に
第
一
線
職
場
の
み
な
さ
ん
が
地

道
に
努
力
し
て
い
る
姿
が
見
え
る
化

さ
れ
て
お
り
、普
段
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
第
一
線
職
場
の
苦
労
が
よ

く
伝
わ
り
ま
し
た
。取
組
み
に
よ
って

日
々
の
暮
ら
し
が
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

●（
２
面
に
つ
い
て
）世
界
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、当
社
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
や
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、分
か
り
易
か
っ
た
。

是
非
、各
現
場
への
実
導
入
を
見
据
え

て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

●（
３
面
に
つ
い
て
）家
計
に
直
結
す

る
内
容
で
非
常
に
興
味
が
あ
っ
た
。そ

も
そ
も
燃
料
費
調
整
と
は
何
か
理
解

で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、

記
事
を
読
ん
で
理
解
が
深
ま
っ
た
。

●（
４
面
に
つ
い
て
）60
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
、足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、観
光
振
興

に
向
け
て
魅
力
的
な
企
画・メ
ニュ
ー

の
検
討
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

機
会
を
見
つ
け
て
ま
た
行
き
た
い

な
ぁ
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

１
面：

２
面：

３
面：

４
面：   

猛
暑
の
今
夏　
安
定
供
給
に

  

尽
力
し
た
最
前
線
の
取
組
み

・更
な
る
Ｄ
Ｘ
推
進
を
目
指
し       

  

て  ChatGPT

試
行
導
入
中

・グ
ル
ー
プ
会
社
紹
介
第
５
弾

  

関
西
メ
ディ
カ
ル
ネ
ット

・電
気・ガ
ス
料
金
の
負
担
緩
和

  

策
延
長

・発
電
側
課
金
制
度
の
導
入

  

黒
部
ダ
ム 

60
周
年
観
光

  

振
興
の
取
組
み
に
潜
入

関
電
新
聞N

o.1076

に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
の

ご
紹
介

【
関
電
新
聞N

o.1076

】

新型コロナウイルスが５類に移行し、
社会には再び活気が。
仕事においても、再び良い状態へ戻す
べく、コロナが原因で制限されていた
業務を再開することができました！

阪神タイガースの
ＡＲＥでしょうか！

今年は色々とネガティブな事象も
出てきましたが、会社が良くなる
機会と捉えて。

他にも、

他にも、

他にも、

マスクをはずし、
顔が見えるように。

WEBや電話を通してではなく、人と顔を合わせて
「声」を交わすことができるように！

コロナも一段落し、
当社も“待て”の状態から“動”へ。

不祥事が続いている中、
他部門の事例でもいかに自分事として
捉えるかがキーワードとなっている。

物価高や燃料価格高騰に耐える一年。
会社・仕事も耐え忍ぶことが多かったですが…
来年は飛翔する一年になってほしいです！

社内リニエンシー制度の整備等、
一歩踏み込んだ正しい事業活動のための
対策に踏み込んだ一年だったため。

原子力発電所７基体制の実現。
これに伴い様々な好影響が。

＝挑戦の「挑」です！
入社以降、初めて会社

以外で新しいことに挑戦し、
視野が広がった一年でした。

全社共通ポータルのニックネーム制掲示板「みんなdeトーク」、および関西電力送配電WEB社内報
に寄せられた漢字の一部をご紹介します！


